
 

六ヶ所村地域公共交通計画（素案）に係る意見に対する協議会の考え方 

No 意見 意見に対する協議会の考え方 

 

主に夕刻の尾駮地区から村外への公共交通機関(バス)の充実をお願いします。 

「地域公共交通計画(素案)課題 2」の記載において「利用者数低迷」とはありますが、利用したく

ても利用できない状態にあると思われます。 

ほとんどの六ヶ所村への立地企業は原燃殿の就業時間(８：40～17：20)に合わせているにも係わ

らず、最終バスの西尾駮発(リーブ前)は 16：48発のため、公共交通機関により通勤、出張が成立

しない状況です。 

ついては、西尾駮(リーブ前)16：48 発を約 40 分遅らせ 17：30 頃に変更(又は増便)し、往復の

通勤や、出張を成立させては頂けないでしょうか。。。 

なお、尾駮地区への行きについては、三沢駅 6：54に出発すると野辺地駅経由(7：20着、7：45

発)で西尾駮(リーブ前)に 8：36(原燃殿の始業時間前)に到着し、始業時間に間に合うことができ

ます。 

〔提案理由〕 

 1. 日々の国道 338 号(三沢市から六ヶ所村尾駮等)の通勤車両の削減による交通緩和(道路)のた

め。また、交通緩和(道路)による地元住民への交通被害に係る安心安全のため 

 1. 尾駮地区立地企業尾駮地区への大型ホテル誘致による首都圏とのアクセス改善のため。また、

アクセス改善による村内ホテルの稼働率向上のため 

 ∴西尾駮発(リーブ前)17：30頃発(野辺地駅 19：02発)で東京 23：04着 

 1. 村外からの通勤、出張ができるようにするため 

上記は野辺地駅とのアクセスの提案ですが、吹越駅(上り 18：09発)、乙供駅(上り 19：13発)へ

の充実でも結構です。 

また、上記検討により、通学バス(乙供駅→泊地区)の帰路(泊地区→乙供駅)を活用することによ

り「施策 2(通学路線の設定)」を「施策 2(通学・通勤路線の設定)」に変更しては如何でしょうか。 

新たに上記を総括し、「課題 11」として「六ヶ所村定住化促進」を加えて頂けないでしょうか。 

35 年前に比べ六ヶ所村の近代化に驚くばかりですが、交通の不便さは従前のままのため、六ヶ

所村の定住化が進まない原因の１つです。 

更なる村の発展には、早期に隣接市町村との公共交通機関の充実が必要であると考えます。 

【回答案】 

ご意見のありました「定住化促進」について、本村

では六ヶ所村総合振興計画を策定し、将来像「安らぎ

と幸せを実感できるまち」の実現に向け、各種政策の

推進により、定住化を図ることとしております。 

公共交通の充実は総合振興計画に掲げる定住化促

進を達成するための一つの施策であり、お示ししてい

る公共交通計画に掲げる取り組みを推進していくこ

とが本村の定住促進に寄与するものと考えておりま

す。 

また、通勤での公共交通利用に関しては、現在の村

営バスが利用者の制限により一部の住民しかサービ

スを享受できないという反省点を踏まえ、重点施策で

ある「村営バスの再編」「通学路線の設定」の構築にあ

たっては、誰でも利用できることを前提とした検討を

進めて参りたいと考えております。 

 


